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　Building a human-driven road space in an urban space where motor priority has been given by 
motorization. Editing with the YUGI road as one index, at the same time planning while rethinking the way 
of elementary school housed in the limited site in urban area. Establish a new rising bollard with existing 
time regulations on the play road, interpose a special classroom at elementary school along the road, and 
create a ring that will become a new school district.
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　モータリゼーションにより車優先になってしまった
都市空間に、人間主導の道空間を構築する。形骸化し
た遊戯道路を一つの指標とし編集、同時に都市部にお
いて限られた敷地に収められている小学校のあり方を
再考しながら計画する。既存の遊戯道路に新たな時間
規制をかけたライジングボラードを設置、小学校の特
別教室を道沿いにインターベンションし、新たな学校
圏となる一つの環を作る。この特別教室には地域住民
も利用できる図書スペースやアトリエ、学生寮などを
併設し、訪れた人と子ども達の間に見る見られる関係
が生まれる。
子供達が町に飛び出し、まちの中で起こる住民や環境
との出会いから学校の中だけでは得られない学びを体
験できる場を目指す。
■日本における遊戯道路とは
子供の遊び場減少に対する次善の策
東京では戦後高度成長期の都市の高密度化と、ベビー
ブームと言われる人口増加現象を背景に子供の遊び場
不足が問題になっていた。さらに、自動車の交通量が
増加し、 市街地での交通事故の問題も深刻化してい
た。その問題の対策として、1960 年代に特定の曜日・
時間帯に交通規制を行って車両を通行止めし、道路を
子どもの遊び場として使用する制度が生まれた。 こ
れが遊戯道路のルーツであり、1970 年代には都内の
遊戯道路は 1000 か所以上にも達した。いわば公園整
備が進むまでの屋外遊戯の臨時的施設であったと言え
る。
１．設計概要 2．研究背景
■現在の遊戯道路と子供の外遊びの減少
1980 年代には都内の遊戯道路は 1864 箇所にも達し
たが、 その後公園整備などにより、 今に至るまでに
1000 箇所の遊戯道路は廃止された。現在は約 800 の
遊戯道路が存在するが、 遊戯道路に指定されていて
も、車両を止める看板を出すところは数少ない。
その多くが廃止・形骸化している。
図 1　敷地模型 図 2　遊戯道路におく看板
図 7　北側遊戯道路入り口
図 10　車の移動を抑制する路地空間
図 8　車の移動を抑制する段差空間
図 9　擁壁によって分断された地域
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N■事例　文京区　根津
遊戯道路設置：1989 年
延長：約 120m　幅員：11.7~11.85m
用途地域 : 近隣商業地域
町会の意思により残る遊戯道路。
最近では NPO 法人が提案した「道」をまちなかの子
育ての場と捉える取り組みが、この根津にある藍染大
通りで行われている。普通の屋内施設では起こりにく
い偶発的なイベントも起きている。
形骸化が進む遊戯道路だが、一方で根津の遊戯道路の
ように、もう一度この道空間を人間優先の街路として
地域コミュニティの場に活用していることがわかっ
た。自動車優先の構造になっている都市空間を、もう
一度考え直すきっかけとして、この遊戯道路を東京に
おける人間のための街路形成の指標として扱えるので
はないだろうか。またそのために、ライジングボラー
ドのような交通制御システムも有効な手段であると考
える。調査により、敷地は文京区西方町と白山町の境
にある遊戯道路周辺とする。
ここは古くから、自然流水によりえぐられた台地と低
地の境であり、低地側の建物の粒は小さく、密集して
いる。また地形的に豊かな文京区ならではの問題点で
ある、土砂災害危険帯も含んでいる。衰退する印刷、
製本の町工場のような文化産業や、明治時期から建ち
ツギハギ状態の校舎を持つ既存不適格の小学校など、
更新が必要な問題を複数持ったエリアである。
3．敷地概要
■調査・研究
文京区における歩行者用道路のうち、種別が「遊戯」
となっているものを「遊戯道路」として調査した。遊
戯道路について研究している方の協力と、実際の現地
でのヒアリングなどを通じて、遊戯道路の現状を調べ
た。2017 年９月 28 日の時点では 176 件の歩行者用
道路があり、この内 39 件の種別が遊戯となっている。
39 件のうち、今でも管理されている道は３つだけで
あり、それ以外の道路は制度だけが残り休日の時間で
も自由に車が進入していた。
■文京区誠之小学校
開校１４０年目、２０学級、児童約７００名。
建築年数 1924 年、文京区で一番築年数の長い学校。
白山地区と西方地区の境にである台地の上に建つが、
それ故に 6m 以上の大きな擁壁が地域間の境界を作り
出している。また、文京区で一番古い学校故に、擁壁
の劣化も問題視すべき課題である。
用途地域	 第一種住居地域
建ぺい率	 60%
容積率	 300%
高さの限度	 指定なし
	 	
高度地区	 斜線型	 第三種高度地区
最高限度高さ	 22 ｍ高度地区
最低限度高さ	 指定なし
防火指定	 準防火地域
日影規制時間	 4-2.5 時間
日影測定面高	 4 ｍ
図 3　根津　航空写真 図 4　根津　遊戯道路
図 5　文京区　遊戯道路マップ
図 6　対象敷地　白山
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■設計する施設の種類
小学校の特別教室 ( 理科室、図工室、家庭科室、音楽室、
放課後学童施設 ) ＋地域コミュニティ施設
Site は 5 つ選定、道沿いの廃工場や駐車場を利用
■敷地の概略広さ
Site A　340㎡
Site B　460㎡
Site C　280㎡
Site D　130㎡
Site E　165㎡
■既存不適格とされる学校
崖上に建つ誠之小学校は藩校の時代からある歴史的な
学校だが、既存不適格なため、建て替えると現状 4F
から 3F に抑えなければならなず、普通教室の床面積
低下につながる。
自動車優先の都市構造に対して、人間のための街路を
構築する。戦後、制度だけが残り形骸化した遊戯道路
を、新たな歩行者優先街路の一つの指標として再考す
る。既存の遊戯道路と自動車の侵入を制限する傾斜し
た土地（自然流水の掘削による）をつなぎ、時間規制
による歩行者優先空間となる ” 環 ” を計画する。この ”
環 ” には、崖上に建つ既存不適格という問題を抱えた
誠之小学校の特別教室をインターベンションし、児童
が自由に ” 環 ” の中を移動する。各特別教室には地域
との接点となる機能を複合し、街と子供たちの関係を
新たに作り出す。
4．提案
■設計手法
・各サイトごとに風景からの学びとして、
豊かな路地、大地の高低差 、町工場の内外を拡張する
様相、傾斜地を繋ぐ曲がる階段、擁壁上の植栽空間　
・道に対して建築を開き道沿いのシークエンスを豊か
にする手法として、
段状空間、縁側、道に対する奥性
これら周辺の地域性を手がかりに建築を設計していく
図 12　誠之小学校　各棟竣工年
図 13　マスタープラン
図 16　５つの敷地
図 17　各教室に複合する用途
図 14　挿入する教室
図 15　環　ダイアグラム
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■ SiteA 擁壁×音楽室
学校から特別教室へ移動するための入り口として、街
を分断する要因となっている擁壁を編集する。
子供たちだけでなく地域の人が利用できる動線を挿入
し、学校と地域の接点を作る。学校の両辺にある勾配
が急な胸突坂と曙坂に対して、女坂のように緩やかな
動線を通すことで、ベビーカーをおす主婦の方や、高
齢者にとって利用しやすい道となる。この動線が台地
への主導線となり、そこに音楽室を併設することで道
から子供たちの活動が垣間見える。
また学校裏に意識的に植えられていた植生をひな壇状
に配置し、今まで見ることのできなっかた植栽空間を
地域に開放する。
■環の構築
遊戯道路と崖線に顕れるそれぞれの特別教室は、衰退
していく町工場の技術の結晶を見せるギャラリーや、
バンド仲間と演奏会を開くことができるホール、地域
食堂などを併設し、地域住民のコミュニティ施設とし
ても機能する。
道が一つの人間のための環を構築し、そこが街の新た
な結節点となる。
縮小化社会が騒がれる中で、戦後から続く自動車優先
の都市構造を見直すきっかけとして遊戯道路を挙げ
た。街路という普遍的な空間を歩行者優先にすること
で、道のアスファルトが剥がれ、道沿いの建物のしつ
らえも変わっていくのではないだろうか。街路が新た
なコミュニティ創出の公共空間として機能していく。
また、特別教室が道沿いに配置されることで児童たち
が街にとびだし、地域とつながるきっかけを持つ風景
を描いた。今後このような風景が都市に広がり、人間
に対して、寛容な都市が出来上がることを願う。
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図 18　設計ダイアグラム
図 19　擁壁平面図
図 20　擁壁沿い　模型写真
図 21　敷地図
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